
土
屋
和
美
先
生
（
現
在

は
戸
津
和
美
先
生
・
東
根

小
学
校
）
が
、
平
成
９
年

（
１
９
９
７
）
に
出
会
っ

た
渡
前
地
区
の
五
所
神
社

の
獅
子
踊
り
を
、
小
学
校

の
「
総
合
的
学
習
」
に
取

り
入
れ
よ
う
と
し
た
ね
ら

い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

先
生
は
、
子
ど
も
達
へ

の
願
い
を
、
前
号
で
紹
介

し
た
報
告
に
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
ま
す
。

☆

☆

自
分
の
生
ま
れ
育
つ
地

域
の
中
に
も
っ
と
飛
び
出

し
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻

く
人
々
や
自
然
、
文
化
と。

思
い
き
り
関
わ
ら
せ
た
い

そ
の
中
で
、
人
と
触
れ

合
う
あ
た
た
か
さ
・
楽
し

さ
を
知
り
、
み
ん
な
で
め、

あ
て
に
向
か
っ
て
挑
戦
し

や
り
遂
げ
る
充
実
感
・
満

足
感
を
味
わ
わ
せ
た
い
。

ま
た
、
友
達
同
士
が
た

く
さ
ん
関
わ
り
合
い
な
が

ら
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

課
題
を
解
決
し
て
い
け
る

よ
う
な
活
動
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

・

・

・

幼
き
日
に
ふ
る
さ
と
で

味
わ
っ
た
感
動
体
験
は
、

き
っ
と
子
ど
も
達
が
成
長

す
る
過
程
に
お
い
て
、
様

々
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
き
も
、
心
の
支
え
に
な。

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
う

☆

☆

☆

先
生
は
、
地
域
の
豊
か

な
体
験
活
動
を
総
合
的
学

習
の
中
で
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
心
豊
か
な
渡
前

っ
こ
を
育
成
で
き
る
の
で。

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た

そ
の
ね
ら
い
に
迫
る
た

め
、
３
つ
の
段
階
で
学
習

活
動
を
工
夫
し
ま
し
た
。

第
１
段
階
「
気
付
く
」

は
、
対
象
と
出
会
う
こ
と

で
、

「
き
れ
い
だ
な
あ
」

「
う
わ
あ
～
す
ご
い
」

「
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

「
や
っ
て
み
た
い
」

「
～
し
て
み
る
と
ど
う
か

な
？
」
等
、

発
見
や
願
い
、
思
い
、

疑
問
、
課
題
、
見
通
し
が

生
ま
れ
ま
す
。

第
２
段
階
「
働
き
か
け

は
、
願
い
の
実
現
へ

る
」

向
か
う
関
わ
り
で
、

「

」

こ
れ
で
調
べ
て
み
よ
う

「
な
ぜ
～
な
ん
だ
ろ
う
」

「

」

こ
れ
で
や
っ
て
み
よ
う

「
～
さ
ん
の
や
り
方
い
い

な
」

「

」

も
っ
と
～
し
て
み
よ
う

等
、調

べ
る
、
追
求
す
る
、

創
造
、
工
夫
す
る
、
練
習

す
る
、
繰
り
返
し
や
っ
て

み
る
で
、
関
わ
り
を
深
め

ま
す
。

、

第
３
段
階

拓
く

「

」
は

願
い
の
実
現
と
新
た
な
る

願
い
で
、

「

」

や
っ
た
あ
！
で
き
た
！

「

」

わ
か
っ
た
！
す
ご
い
！

「
頑
張
っ
た
な
あ
～
」

「
今
度
は
～
に
挑
戦
す
る

ぞ
！
」

「
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て

み
た
い
な
！
」
等
、

満
足
感
・
充
実
感
、
友

達
の
良
さ
の
発
見
、
自
分

の
良
さ
の
発
見
、
新
た
な

る
願
い
、
次
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

さ
ぐ
ろ
う
獅
子
の
里

３
年
生
の
テ
ー
マ
を
、

「
ぼ
く
た
ち
の
住
む
地
域

を
知
る
」
と
設
定
し
、
実

践
１
と
し
て
さ
ぐ
ろ
う
！

「

〝
獅
子
の
里
渡
前
〟
」
と

し
ま
し
た
。

第
１
段
階
「
気
付
く
」

で
、
渡
前
獅
子
と
の
出
会

い
。第

２
段
階
「
働
き
か
け

る
」
で
、
獅
子
の
里
渡
前

を
調
べ
よ
う
。

獅
子
の
秘
密
、
獅
子
頭

を
作
る
、
獅
子
踊
り
に
挑

戦
す
る
。

「

」
、

第
３
段
階
拓
く
で

〝
獅
子
の
里
渡
前
〟
を
も

っ
と
知
ろ
う
。

「
渡
前
子
ど
も
獅
子
踊

り
」
誕
生
、
〝
藁
獅
子
〟

の
秘
密
、
ぼ
く
ら
の
獅
子

踊
り
を
伝
え
よ
う
。

「
総
合
的
学
習
」
は
、
獅

子
踊
り
の
歴
史
を
調
べ
る

(
)

、
獅
子
頭
の
製

社
会
科

作(
)

、
太
鼓
練
習
・

図
工

リ
ズ
ム(

)

、
踊
り
の

音
楽

体
育

道

練
習(

)

、
郷
土
愛(

)

、
お
世
話
に
な
っ
た
人

徳へ
手
紙(

)

と
、
総
合

国
語

単
元
で
構
成
し
ま
し
た
。
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（月２００円程度）
2月 24人 21,550円
1月 30人 20,180円

渡
前
小
学
校
獅
子
踊
り
も
の
が
た
り

第
２
回
「
地
域
の
中
に
飛
び
出
す
」

※土屋和美先生の田川教職員研究物展（1999年2月）から

渡
前
小
子
ど
も
獅
子
踊
り
今
昔
物
語
①

渡
前
獅
子
踊
の
歴
史

渡
前
獅
子
踊
り
保
存
会

太
田
功

平
成
９
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
渡
前
小
学
校
の
子
ど

も
獅
子
踊
り
は
、
東
西
渡

前
約
１
２
０
世
帯
を
氏
子

と
す
る
五
所
神
社
に
伝
わ

る
「
渡
前
獅
子
踊
」
を
ル

ー
ツ
に
す
る
。

、

▲
紙
面
掲
載
の
機
会
を
得

獅
子
踊
の
歴
史
と
小
学
校

の
取
組
み
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
地
域
の
伝
統
を
守

り
継
承
す
る
こ
と
に
つ
い

て
記
し
て
い
く
。

▲
「
郷
土
芸
能
は
貴
重
な

文
化
遺
産
で
あ
り
、
祖
先

の
人
々
の
生
活
の
歴
史
で

あ
る
。
我
々
は
、
こ
れ
を

持
ち
得
た
こ
と
を
誇
り
と

す
る
」。

▲
こ
れ
は
、
昭
和

年
に

41

東
西
渡
前
連
合
会
が
制
作

し
た
８
㍉
映
画
「
渡
前
の

獅
子
踊
」
の
冒
頭
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

▲
撮
影
は
農
村
通
信
社
広

報
写
真
を
担
当
し
て
い
た

八
色
木
の
鈴
木
昭
男
氏
、

脚
本
は
元
教
育
長
の
中
町。

の
豊
田
健
治
氏
が
務
め
た

▲
こ
の
作
品
は
、
昭
和
25

年
に
奉
納
し
て
以
降
、
踊

り
と
し
て
復
活
し
な
い
状

況
を
苦
慮
し
、
そ
の
主
た

る
要
因
を
、
経
済
的
な
問

題
に
加
え
、
若
人
た
ち
の

減
少
を
上
げ
、
今
後
復
活

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
を

時
世
と
し
て
と
ら
え
て
い

た
（

）

。
つ
づ
く



月
１
日
に
県
か
ら
示

12
さ
れ
た
鶴
岡
市
の
令
和
８

「

」

年
産
米
の
生
産
の
目
安

は
、
数
量
で
前
年
比
１
７

（

）

６
６

増
＋
３
・

ｔ

％
33

の
５
万
４
６
８
２

、
面

ｔ

積
換
算
で
前
年
比
２
５
４

増
（
＋
２
・

）
の

％

ha

86

９
１
４
８

と
な
り
ま
し

ha

た
。鶴

岡
市
農
業
振
興
協
議

（

）

会
会
長
・
佐
藤
聡
市
長

、

の
臨
時
総
会
が
１
月

日
27

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で

開
か
れ
「
生
産
の
目
安
」

、

の
配
分
方
法
等
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

均
等
等
配
分
は
、
作
付

率
を

・
６
％
、
前
年
比

53

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
、

傾
斜
配
分
は
「
大
規
模

、

経
営
」
と
「
環
境
保
全
型

農
業
」
を
算
定
要
素
と
し

ま
す
。

令
和
８
年
度
産
地
交
付

金
等
の
見
直
し
で
は
、
大

豆
の
生
産
振
興
を
図
る
た

め
、
大
豆
の
団
地
加
算
と

団
地
輪
作
加
算
が
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

学
識
経
験
理
事
を
１
人

増
や
し
、
女
性
理
事
の
枠

を
設
け
ま
す
。

議
案
の
３
つ
は
、
旧
新

余
目
支
所
及
び
旧
Ａ
コ
ー

プ
ぼ
ん
て
ん
（
旧
梵
天
）

の
建
屋
解
体
と
、
土
地
売

却
で
す
。

解
体
費
は
２
億
円
、
土

地
売
却
額
は
１
億
８
千
万

円
、
売
約
先
は
山
一
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

株)

で
、

約
２
千
万
円
の
持
ち
出
し

と
な
り
ま
す
。

申
告
で
節
税
を

例
年
２
月

日
か
ら
３

15

月

日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

15
が
確
定
申
告
を
す
る
期
間

で
す
。
だ
か
ら
今
年
は
、

も
う
そ
の
期
間
に
入
っ
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
皆
さ
ん

に
、
節
税
の
為
に
申
告
を

し
よ
う
ヨ
・
と
呼
び
掛
け

た
い
の
で
す
。

▲
１
年
数
ヶ
月
前
の
選
挙

で
自
民
が
半
数
を
割
り
、

維
新
に
助
け
ら
れ
て
も
ヨ

タ
ヨ
タ
の
時
代
、
国
民
民

主
が
公
約
し
た
１
０
３
万

円
の
壁
突
破
が
自
民
と
の

話
し
合
い
で
、
１
２
３
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

（

）

今
年
の
申
告
書
で
確
認

そ
れ
は
基
礎
控
除
で

万
10

円
と
給
与
所
得
控
除
で
10。

万
円
の
引
き
上
げ
だ
っ
た

だ
か
ら
、
全
て
の
人
に
10

万
円
の
５
％
、
５
千
円
が

減
税
に
な
っ
た
事
に
な
り

ま
す
が
。

▲
こ
の
度
の
選
挙
で
自
民

は
、
単
独
で
３
分
の
２
を

超
え
る
議
席
を
取
っ
た
か

ら
、
１
０
３
万
円
の
壁
を

１
７
５
万
円
ま
で
と
言
っ

て
い
た
残
る
課
題
は
ど
う

な
る
も
の
な
の
か
。
ま
～

な
ん
に
し
て
も
、
勝
た
せ

過
ぎ
は
良
く
な
い
っ
て
。

▲
話
を
税
金
に
戻
す
と
、

給
与
も
年
金
も
貴
方
に
は

去
年
１
年
こ
れ
だ
け
送
り

ま
し
た
ヨ
と
い
う
、
源
泉。

徴
収
票
が
届
い
て
い
ま
す

こ
れ
に
書
い
て
な
い
所
得

や
控
除
を
申
告
し
て
所
得

と
所
得
税
を
確
定
す
る
の

が
、
確
定
申
告
で
す
。

▲
俺
の
場
合
、
田
圃
を
委

託
し
て
い
る
の
で
そ
の
分

所
得
は
増
え
ま
す
が
、
生

命
保
険
料
と
医
療
費
の
控

除
が
あ
り
、
申
告
で
税
金

が
返
っ
て
き
ま
す
。
所
得

税
が
書
か
れ
て
い
な
い
人

も
申
告
す
れ
ば
市
民
税
が

小
さ
く
な
り
ま
す
。

▲
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
な
い
人
で
も
、
介

護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
に
は
、
役
場
に
い

っ
て
申
請
す
る
と
、
無
料

で
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
（
俺
に
は
届
い
た
）

が
貰
え
ま
す
。
そ
れ
で
障

害
者
控
除
を
（
石
川
）

。

し

（

の

）

春
近

春

近

城
貞

藤

花

は
る

ち
か

き
て
も

は

え
ず

樹
根
雪
尽
野
非
消

樹
根

雪

尽

野

消

じ
ゆ
こ
ん

ゆ
き

つ

や

き

の

え
ん
と

す

鶴
阜
城
濠
氷
欲
銷

鶴
阜

城
濠

氷

銷

欲

か
く
ふ

じ
よ
う
ご
う

こ
お
り

き

ほ
つ

れ
の

か

く

何
処
鳥
声
春
意
動

何

処

鳥
声

春
意

動

い
ず

と
こ
ろ

ち
よ
う
せ
い

し
ゆ
ん
い

う
ご

し
て

む

厳
威
軽
減
夜
間
凋

厳
威

軽
減

夜
間

凋

げ
ん
い

け
い
げ
ん

や
か
ん

し
ぼ

木

根
元

雪

融

野
原

雪

今

消

。

の

の

は

け
て
き
た
が

の

は

も
ま
だ

え
て
い
な
い

鶴
岡

旧
城

濠

氷

。

の

ま
わ
り
の

の

が
と
け
よ
う
と
し
て
い
る

ど
こ
か
ら
か

の

き

が
し
て
き
て

を

う

ち
が

く
は
た
ら
い
て

鳥

鳴

声

春

思

気
持

強

。

き
た

寒

少

軽

夜

寒

弱

き
び
し
い

さ
も

し
ず
つ

く
な
り

の

さ
も

春

近

。

っ
て
き
て

ら
し
さ
が

づ
い
て
き
た

の
は
ら

は
ず
れ

で
な
い

す
っ

野

非

尽

＝

。
町

。

＝

。

＝

…

。

。

。

か
り

の

は

を

い

樹
根

鶴
阜

＝
木

根
元

＝
阜

丘

言

鶴
岡

。

。

城
濠

欲

＝
城

堀

＝

の
ま
わ
り
の

し
よ
う
と
し
て
い
る

…

と
け
る

の
の
ど
か
な

き

銷

春
意

厳
冬

＝

。

＝
春

心
地
。

＝

寒

。

＝
弱

。

び
し
い

さ

る

凋

写
真
・
鶴
岡
市
観
光
連
盟

令
和
８
年
産
米
の
生
産
の
目
安

前
年
比
１
７
６
６

、２
５
４

増

㌧

ha

水稲作付率の調整状況

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 増減

鶴岡 65.5 65.2 65.6 62.9 60.0 58.4 58.3 58.2 60.6 60.4 58.9 56.1 55.8 55.7 57.4 58.8 1.4

藤島 68.6 67.9 67.8 64.3 61.3 58.3 58.3 58.3 62.2 62.1 60.6 57.8 57.6 57.4 59.4 60.9 1.5

羽黒 64.4 64.5 65.0 62.3 60.2 58.0 57.8 57.7 60.5 60.3 58.9 56.0 55.8 55.6 57.5 58.8 1.3

櫛引 63.5 63.8 64.4 62.0 59.8 57.7 57.5 57.6 60.8 60.7 59.2 56.3 56.0 55.8 57.7 58.9 1.2

朝日 64.1 64.0 64.6 62.0 59.5 57.7 58.2 58.1 60.1 59.9 58.5 55.7 55.5 55.3 57.0 58.3 1.3

温海 55.4 57.1 59.1 58.3 57.3 56.7 56.6 56.7 58.4 58.4 57.0 54.5 54.1 53.8 55.3 56.5 1.2

全市 65.3 65.1 65.5 62.8 60.2 58.1 58.1 58.1 60.8 60.7 59.2 56.4 56.1 56.0 57.8 59.2 1.4

※本表は、地域別の平均値です。(R7は仮配分)

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
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●ＪＡ庄内たがわ役員候

補者推薦区域定数

区域 理事 監事

温海 2
1

朝日 2

新余目 3
1

立川 2

三川 3
1

藤島 5→4

櫛引 3→2
1

羽黒 4→3

合計 424→21

●理事会推薦役員候補者

定数
理事会選出役員

学経理事 1→2

学経監事 1

員外監事 1


